第86回関東学生陸上競技対校選手権大会後半結果
5月18日（金）・19日（土）　国立競技場
【第3日目】
400ｍ予選　　　細澤　和真（2年）　50秒18　通過
準決　　　　　　　　　　　　 　　 49秒97　敗退　　準決勝13位
110ｍＨ予選　　廣田　康大（1年）　15秒02（-2.1）　通過・自己ベスト
　　　 　準決　　　　　　　　　　 　    15秒26（-1.7）　敗退　　準決勝8位
槍投決勝　　　　山本　健介（2年）　55ｍ30　　　　　15位　
　　　　
三段跳決勝　　　関野山慎治（2年）　14ｍ22（+2.1）　14位
※  400ｍ細澤（2）はこの春の急成長を裏づける走りであった。前半から積極的に上位選手に食らいついていく彼のスタイルには好感が持てる。昨年のベストは51秒台後半、このまま順調に成長して欲しい。
110ｍ廣田（1）は決勝で戦う力がありながら準決勝で敗退、予選より準決勝のタイムが悪いのは冬季トレーニングでの走りこみ不足が響いている。廣田は全日本インカレの標準をターゲットに出場しており志が高いところに好感が持てる。
   槍投山本（2）は一投目の投擲で40ｍ台の大失敗でリズムを崩し、上位入賞が期待されたが15位敗退となってしまった。はっきりとした修正課題が見つかっただけに今後の成長に期待。
   三段跳関野山（2）は意外性を持った選手。春先の状態ではまさかこの記録が出るとは想像できなかった。意欲を持って取り組めば来年入賞間違いなし。
 
【第4日目】
砲丸投決勝　　　本橋　知己（4年）　11ｍ75　　　　　16位
山本　健介（2年）　10ｍ82　　　　　25位
※砲丸投げ本橋（4）は引退試合。体調が万全ではなく記録が伸びなかったが4年間監督にしかられながらよくやり遂げてくれた。ご苦労様！
山本（2）は専門外種目であるが来年出場の為の標準Ｂ記録を突破！
 
総括
総合結果を見れば今年も入賞者ゼロと惨憺たる結果となってしまった。しかし、昨年の関カレ終了後は建て直しを考えなければならなかったが、今年はこのまま各人を成長させるだけで来年は多種目入賞を果たせるチーム状態であると確信ができた。200ｍ瀬戸口、400ｍ細澤、100ｍＨ廣田、400ｍＨ山田、槍投山本、三段跳関野山はいずれも1・2年生であり記録の上では入賞ラインに達しているだけに今後の成長に期待したい。
また、4×100ｍＲ・4×400ｍリレーも当然入賞を狙える位置にある。来年は長距離選手の関東インカレ出場も狙えることから、水面下ながら総合的に強いチームへまた一歩近づいた。
2年連続で入賞者ゼロという結果については監督として責任を感じる。当然のことながらこれだけの選手を抱えながら来年も同様の結果であれば私の監督としての能力が問われるであろう。
